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はじめに

原発性肝癌においては,併 存する肝硬変により,ま た

末期には肝癌の浸潤により黄痘が生ずることはあるが,

初発症状として黄疸をみることはきわめて少ないとされ

ている.私 達は最近,腫 瘍組織により総肝管の閉塞をき

たし,黄 疸を初発症状とした原発性肝癌の 1症例を経験

したので報告する.

症  例

患 者 :53歳 女 性

主 訴 :黄疸,右 季肋部痛

既往歴 :昭和46年子官筋腫で子宮摘除術をうけた.

家族歴 :特記なし

現病歴 :昭和53年5月 と12月の2回 ,右 季肋部痛のた

め,鎮 痛剤の投与を受け軽快した.昭 和54年7月 6日 ,

同様の耀痛が右季肋部に出現し,翌 日には眼球黄染に気

付いた.発 熱はなかった。同年 7月 9日 ,胆 石症の疑い

で当院内科に入院した.こ の8カ 月の間に約5kgの 体重

減少があった。

入院時現症 :体格は中等度で眼険結膜は軽度貧血様,   が 認められ, 閉塞性黄疸 のパターンを示していた。α‐

眼球結膜には黄疸を認めた.腹 部平担で腹水なく,心 寓   fetoprOtein陰性 CEA 2.49ng/mlであった (表1).ERC

部に軽度の圧痛がみられた。COurVOiSier徴候 はなく,   で は三管合流部上部に不整型の陰影欠損がみられ,ま た

胆嚢および肝陣腎はいずれも触知しなかった. 胆襲に圧排像が認められた (図 1).肝 シンチでは, 肝

入院時検査所見 :血中総 ビリルビン値 が, 2.6mg/dl   右 葉に欠損がみられ (図2), これらより胆管癌の肝転

と軽度上昇し, 直接ビリルビン優位 であった. また,   移 と診断し,開 腹した。

ALPぉ ょび LAPが 高度に上昇し,COT,CPTも 上昇    手 術所見 :上腹部正中切開にて開腹した。腹水はみら
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T.bi■ . (ng/d■ )     2.6
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α―fetoprotein    (一 )

CEA (ng/1nl)     2.49

HB antigeA       (一 )
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図 4 胆 管内凝血塊 (X170)

三管合流部上部に不整型の陰影欠損 ,胆 襲に圧排像

がみ られ る.

図 2 肝 シ ンチ

肝右棄外側上部に defectを認める.

れず,胃 十二指腸にも異常はなかった。肝は全般的に腫

大し,表 面凹凸あり線維化の所見を塁していた.肝 右葉

には手拳大の腫瘍があり,そ れを中心に数個の腫瘍が存

在し,一 部は左葉に浸潤していた。胆襲にはとくに所見

はなく,総 胆管は径が約 2cmに 拡張しており,触 診に

壊死変化を伴つた Edmondson I型の肝FtE胞癌.

より可動性のある柔らかい腫瘤が触知された。総胆管を

開いてみると,総 胆管から肝内胆管にかけて線維化した

凝血塊を認めたので,こ れを摘出した (図3).肝 癌は,
一部左業に浸潤していたため切除を断念し,右 肝動脈よ

リマイトマイシン20mgを 動注後結禁し,閉 腹した.

組織学的所見 :摘出した凝血塊は,壊 死変化とともに

腫瘍細胞がみられ, EdmOndsonェ型の肝細胞癌と診断

された (図4).一 方,肝 右葉の腫瘍の試験切除標本は,

線維性問質に囲まれた管腔構造をもつ癌胞巣から成る肝

細胞癌であった (図5).

術後経過 :術後 FT 207の内服を続けながら経過を観

察していたが, 1カ 月後には総 ビツルビン値も1・6mg/di
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図 5 肝 腫瘍の試験切除標本 (X170)

明るい胞体の中央に円形の核を有する腫瘍が,線 維
性間質に囲まれ癌胞巣を形成している。肝細胞癌.

に低下し,元 気に退院した.外 来にて化学療法続行中,

術後 4カ 月目に黄痘を再発,再 入院してきた。再入院時

の検査では, 総ビリルビン値7.3mg/dl,COT 68,CPT

64,AFP 3.2ng/mlであった.FT 207の投与を中止し,

肝庇護療法を行ったところ黄疸は消退し (総ビリルビン

値1・4mgrdl),20日後には退院した。その後, 約 1カ月

経過した頃から (術後 6カ月日)再 度発黄,全 身俗怠感

を強く訴え再び入院となった。再々入院後は黄疸が次第

に増強し,腹 水貯留,肝 腫大も認めるようになり,昭 和

55年4月 2日 (術後 8カ月日), 肝性昏睡 から消化管出

血をきたして死亡した。

考  察

原発性肝癌が,初 発症状として閉塞性黄疸を呈するこ

とは稀とされており,文 献的にも現在まで内外合わせて

20数例に過ぎない。欧米では,1947年の Malloryつの報

告に始まり以後10数例,わ が国においては,1957年の松

尾
りの報告以来,私 達の集計し得たFRりでは,現 在まで

11例である1の1り1の1め101め101つ。ぃずれの症例も,黄 疸を

初発症状 としているが,(1)MallOrr)や Rudst5mり

の報告例 のように, 肝癌 からの出血 による hemObilia

によって開塞性黄疸 をきたしたもの,(2)」 ChnSりや

Dickinson9の報告例のように,肝癌が胆管内に有茎性に

発育し閉塞性黄痘をきたしたもの,(3)多 くの報告例

がそうであるが,原 発巣から遊離した腫瘍塊が胆管閉塞

をきたしたものの3つ の tyPeに分類される。しかし,

(3)のtypeは (2)の typeのものが何らかの機転によ
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りb100d suPPlγが途絶し, 壊死に陥 り遊離した結果生

じたものと考えられ,時 間的な相違によるものかもしれ

ない。

私達の症例をも合めて,わ が国で報告された12例につ

いてみると,男 女比は9:3で 圧倒的に男性に多く,年

齢は36歳から75歳にわたるが,50上 60歳台に多い.組 織

学的所見では, HCPatOma 10例 , COmbined cell type

l例,残 る1例は北村
1つの報告であるが,大 腸癌の転移

性肝癌で Adenocarcinomaでぁる。肝硬変は, 記載あ

る11例中7例 に合併
り1°1'1り19101のが みられ るが, 4

例
1のlDlつにはない.術 前に的確な診断がなされたのは,

黒柳
19と

川上
1°の報告例の2例 のみで,他 は剖検や手術

時に初めて診断がついている.α‐fetcProteinの検索は,

12例中5711に1°1°10施行されているが,黒 柳
1め

と川上
1°

の2例 のみが陽性で,診 断上有用であったと思われる.

また,術 前に診断された黒柳
1めの症例は,彼 らの2症例

日であり,前 回の症例の相験が生かされたと思われる.

また.両 報告者
1°1°

ともに直接胆道撮影 すなわち ERC

や PTCの 有用性を説 いている。実際, 私達の症例 の

ERC所 見をあ り返ってみると, 胆管閉塞像は癌 といえ

る不整型のものであるが,そ の形状が体位によってわず

かながら変化していること,お よび胆襲への圧排像が胆

管癌にしてはなめらか過ぎたことが反省させられる。

しかしながら,術 前に診断された黒柳
1めの症例も肝原

発巣の切除はされておらず,川 上
1°の症例も合併してい

た胃潰瘍からの多量出血のため,手 術に至っていない。

また,術 中に診断のついた6症例
1の1り191のについても,

いずれも原発巣は切除不能であったことから考えると,

黄疸を初発症状とするこのような typeの 肝癌は,か な

り進行したものであることを覚悟しなければならないと

いえるかもしれない。

今後,閉 基性黄疸の鑑別診断において本症を念頭に置

くこと,体 fetOproteinの検索,直 接胆道造影所見の正確

な読影が,本 症の診断に重要と思われるが,根 治手術施

行のためにはよリー層の早期診断法の確立が望まれる.

おわりに

原発性肝癌の腫瘍組織塊により総肝管が閉塞し,黄 疸

を初発症状とした比較的稀な 1症例を経験したので,文

献的考察を加え報告した。

(本論文の要旨は,第 34回日本消化器病学会九州地方

会で発表した。)
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